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ミトコンドリアは細胞内でエネルギー生産のみなら
ず、様々な細胞制御や個体レベルでの代謝にお
いても重要な機能を果たす2重膜構造のオルガ
ネラである。ミトコンドリアは細胞内でその構造を
ダイナミックに変化させているが、この変化が
様々な生命機能制御や病態に関与することが
近年明らかになりつつある。

本研究計画では、哺乳動物のミトコンドリア形態
制御の(I)分子機構（因子同定・詳細解析）と
(II)生理機能（条件欠損マウス解析）の解析を
同時に重点的に解析することにより、その全容
理解を飛躍的に発展させ幅広い研究分野に貢
献することを目指して研究を進めた。
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今後、ヒトの組織・発生・病態でのミトコンド
リア形態及びmtDNAの分布変化の知見が
蓄積されることで、ミトコンドリアをターゲットと
した病態治療、またミトコンドリアを自由に変化

させることで健康維持に応用できると考えられ
る。

ライフ･イノベーション

生物・医学系

ミトコンドリア形態制御因子群の分子理解
ミトコンドリアの融合・分裂また品質管理に関
わる因子の同定及びその分子詳細解析を進
めた。

ミトコンドリア形態変化の生理的意義
マウス個体内・組織における機能の基盤理解を進めた。

ミトコンドリアDNAの動的制御機構を解明
ミトコンドリア内部のDNAに着目し、生細胞
内での動きとその意義を明らかにした。

ミトコンドリアの融合と分裂による
ダイナミックな形態制御

ミトコンドリア分裂によるmtDNA核様体の
形態制御とその機能のモデル図


